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STEP 3 プロ人材がもたらした効果
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STEP 1 抽出された経営課題

STEP 2 プロ人材に与えられたミッション
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千葉県 東京都墨田区 常勤

雇用1967
46吉永機械株式会社

クレーン、建設機械、作業船用装置、ウィンチ、産業機械の設計・製作等

千葉工場の生産性向上

白田　敦 氏

取締役総務担当 池永　昌弘 氏

製造部長
60 歳
妻・子供 2 人

大手精密機器メーカー　開発・設計・品証
海外グループ生産拠点品証部長
プロセス改善推進本部
大阪府
I ターン

神奈川県

～連携力アップで品質や納期精度を高める～
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連携力アップで品質や納期精度を高める
「人心を掴む」力と丁寧な対話で目標設定
PDCAサイクルで問題点を解決

～「人心を掴む」力と丁寧な対話で目標設定～

～ PDCA サイクルで問題点を解決～

当社の鋼構造物は材料の切断、組立、溶接、検査を経て製品となります。近年、工程間
における作業員同士の意思疎通が不十分で、かつ外注先との連携も良くなく、トータル
で無駄な作業が生じ、製品の品質や納期への影響が出てきておりました。その結果とし
て製造原価が上がり、やりがいを見失った若手が早期に退職する現状を打破する必要が
ありました。

大手精密機器メーカーに 37 年間勤め、新しい
事に挑戦すべく定年となる 2020 年 2 月から転
職活動を開始。人材会社経由で私の経歴に興味
を持って頂いた会社が吉永機械でした。前職と
は全く異なる業界で、単身赴任が必要なことも
あり一度はお断りしましたが、再度熱心なお誘
いを頂きました。面接では社長や役員のお人柄
や熱意、意思決定のスピードに惹かれ、同じ製
造業なので今までの経験が活かせるのではと思
い、転職を決意しました。

生産力全体の強化が必要であり、現状把握のため
スタッフ全員と面談し業務内容のヒアリングを行
い、工場内各セクションの作業確認から開始。課
題は多く、3 年計画の製造部改善プロジェクトを
策定し、半年毎の目標を決め課題を改善し、最終
的には製造部全員が自ら課題を発見し自ら改善で
きることをゴールとしました。まず初めの半年は
5S を製造部全員で取り組み、半年後には外部の方
にも自信をもってご披露できるレベルになるよう
推進しています。

製造部メンバーのコミュニケーションの活性化
や作業環境などを見直して働きやすい職場に
し、その後、各自の目標を明確にして、その目
標の達成感や充実感を感じて頂くことが私の働
きがいとなっています。

プロ人材が勿論金属加工業の経験者であれば申し分ありませんが、最も重視したのは作業員
の人心掌握術に長けた「人間力」です。作業員同士の連携が無ければ、製造工程に後戻りが
生じ、外注先ともギクシャクした関係になるのは当然で、作業員は元より外注先も含めて共
通の目標にベクトルを合わせて作業を進める必要がありました。まずは、作業員一人ひとり
との対話を通じて、良好な「人間関係」や「チーム」を作り、仕事をスムーズに進めるとい
う一見簡単そうですが、その実困難な業務について頂くことを考えておりました。

白田氏は、まずは各作業員の仕事をじっくりと観察し、全
作業員と個別面談をするなどで問題点を抽出しました (P)。
その後、作業環境や人間関係などの重要な問題から改善を
進め、作業者間の障壁を取り除き、若手にも働き易い工場
となるよう指導されました (D)。さらに、再度個別面談を
して、効果の確認とフィードバックを行い (C&A)、チーム
間や作業員の連携力強化に努めて頂いています。

当社は、1967 年に創業以来、主に建設機械を設計、製作をしているメーカーです。
ここ数年の大きな問題は、製造コストの大幅上昇と、製造管理に携わる人材育成が出来ていないという事で、
将来に危機感を感じていました。求人はハローワークや求人誌を活用するも、良い人材に出会えず悩んでいま
した。折しも、千葉県プロフェッショナル人材戦略拠点の存在を知り、人材紹介会社を通して、数名の方の紹
介を受けました。入社後に当社の現状を理解して、活躍して頂けるかという観点で面接を重視した結果、期待
する人材、白田氏と巡り会えました。入社後半年足らずですが、早速前職でのキャリアを活かし、社員との面
談を通して問題点の抽出、製造コスト管理や品質管理、更に人材育成や意識改革と改善に向けて精力的に活動
されています。今後の益々の活躍を期待しています。最後に千葉県プロフェッショナル人材戦略拠点には感謝
申し上げます。




